立命館慶祥高等学校
2005年度　シラバス

高校３年生

（立命コース）
作成：立命館慶祥中学校・高等学校　教務部

2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	現代文
	国　語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ａ～Ｊ
	２単位
	谷・下川原
	6,9,12月

	教育目標

1 自然界における命のありさまを、エコロジーの視点から考える。

2 「ことば」にこだわり、言語的ものの見方や記号論的考察を深める。また、身体性を考える。

3 哲学的視点や社会学的視点などからの論理の展開を考察する。

4 国際社会における日本文化や日本人、国語に対する興味関心を深める。

5 近代以降の優れた文章や作品を読解し、鑑賞する能力を高める。

6 受験の国語に対応し、合格へのスキルを身につけるため、演習の授業を展開する。

	使用テキスト
「展望　現代文」（筑摩書房）を中心として、ジャンルや、テーマなどの必要に応じて、他の教科書等からの文章も扱っていきます。また、センター試験を含めた入試問題も適宜扱います。

	評価方法
考査の得点と、平常の評価との合計で評価します。考査では、授業で扱った教材の理解度、定着度をみます。たとえば、文章を全体的につかめているか、細部の内容まで整理して把握しているか、論理の展開が正確にたどれているか、暗示された内容でも読みとれるように、さまざまな修辞法が身についているか、などの観点でみます。また、平常評価は、小テストやノート、提出物によってつけますが、これによって、勉強に対する前向きな姿勢や熱心さをみます。なお、前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出します。

	受講生へ
文章読解と鑑賞を中心に、「書くこと」や「伝えること」についても、力を入れて取り組みます。

受験生といえども、毎日、新聞に目を通し、良書を読む習慣を身につけ、必ず批評をすることです。語彙力を高め、論理的思考能力を身につけ、幅広い見方をするように心がけることが重要です。授業の予習復習のみならず、現代社会の諸問題や人間存在の普遍的なテーマについても、視野を広げ、思索するような姿勢が求められます。また、「世界に通用する18歳」をめざし、日本文化や日本人、国語について興味関心を深めていきましょう。

受験への対応については、たんに大学進学のためだけに学力をつけるのではなく、「大学進学後、卒業後、生きていくうえで、必要な学問を身につける」という姿勢でのぞんで欲しいと思います。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月


	評論　自然　開高健『生命世界のオディッセイ』

小説　竹西　寛子『神馬』

評論　詩論　茨木のり子『空と風と星と詩』　身体論　鷲田清一『ファッションという鏡』 

演習

評論　社会　若林幹夫『地図の想像力』

評論　日本語・日本人論　大岡信『車座社会に生きる日本人』

演習

演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	古典Ⅱ
	国　語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	ＧＨＩＪ
	２単位
	保坂　
	6,7,9,12月

	教育目標

古文の読解力を養成し、『 源氏物語 』を1年通して読んでいくことで、平安時代の生活・制度・思想・価値観を学び、現在の我々の価値観・思考の枠組みを相対化できる視点を身につけます。

	使用テキスト
『 新撰 源氏物語 』（尚学図書）

	評価方法
評価の仕方は定期考査８割、平常点２割です。定期考査やレポート（通常授業・夏休み課題）を通して、「教育目標」に掲げられている内容を理解しましょう。平常点はレポートおよびノートなどの提出物によります。

	受講生へ
　『 源氏物語 』を読解・鑑賞していきます。目標は、文法やあらすじの理解ではなく、「価値観の相対化」に置きます。国際化がすすめられている現在、諸外国と日本との文化や伝統の違いを認め尊重していく態度が求められる中で、日本という同一空間の中でも、時代により異なる価値観が存在し、その上で伝統が築かれていく過程を学びます。

	年間学習計画

	4月

5月
6月

7月
8月

9月

10月
11月
12月


	　桐壺の更衣（桐壺）：導入

心の鬼（紅葉賀）：「人笑はれ」「心の鬼」という意識

車争ひ（葵）：結婚の制度と慣習、語り

心づくしの秋（須磨）：引詩および引歌、貴種流離譚

母子の別離（薄雲）：親子関係、身分制度

栄華への道（藤裏葉）：物語の型

夏休み課題レポート

女三の宮降嫁（若菜上）：色好み、制度、仏教思想、文体

形見の文殻（幻）：和歌、人格と仮名

髪の香（総角）：続篇の導入、死

あやふき契り（浮舟）：三角関係の系譜

夢の世（夢浮橋）：「物語」の機構
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	日本史Ｂ
	社会
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ｇ～Ｊクラス
	３単位
	池・宮原
	6,7,9,12月

	教育目標

１、問題解決能力の鍛錬
２、国際人・日本人としてのアイデンティティを歴史の中から各自が模索する。

３、高校生としての、日本史に関する知識教養を深める。

	使用テキスト
『詳説日本史』（山川出版社）（2年次からの継続）

	評価方法
試験とともに、提出物、ビデオ鑑賞や作業に関するレポートも平常点に加える。

わからない語句や疑問点をあいまいにせず、自分で考え調べ、答を出そうとしているかどうかといった姿勢を問う。

	受講生へ
・高校生としての、日本史に関する知識教養を深めて欲しい。

・調べ学習を通して、歴史に対する興味・関心を高めて欲しい。

・その際「なぜそのようになったのか・現代とのつながり」といった問題意識を持って、

個別の歴史事象を考えて欲しい。



	年間学習計画

	４月

８月

10月

12月


	近代国家の成立

近代日本とアジア

戦後日本の出発

55年体制と高度成長
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	地理Ｂ
	社会
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ｈ〜Ｊ組
	３単位
	加藤・百瀬
	6,7,9,12月

	教育目標

1 世界地誌の習得：各国・各地域別にテーマを設定し、これに沿って基礎知識から時事問題まで学習し、知識の定着を図る。
2 地図の理解：地図の仕組みを、コンピューターを用いた実践学習を通して理解する。


	使用テキスト
教科書『新詳地理B』（帝国書院）/資料集『最新地理図表GEO』（第一学習社）/地図帳『新詳高等地図最新版』（帝国書院）/問題集『地理問題集』（山川出版社）

	評価方法
定期テスト4回、平常点（課題レポート等）

※学年末評定が確定（12月中旬）前に発行される調査書は、前期第２回（7月）定期試験終了段階の成績をもとに作成されます。

	受講生へ
前期は世界地誌の復習（地域ごとにテーマを設定）、後期はGIS（地理情報システム）を用いた地図作成を行う。

	年間学習計画

	4月

5月
6月
7～8月

9月
10月
11～12月
	世界の地誌～アジア編その1～（アジアNIEs、ASEAN諸国、中国）

世界の地誌～アジア編その2（インドと西アジア）

世界の地誌～ヨーロッパ編～（EU諸国）

世界の地誌～アフリカ編～
世界の地誌～南北アメリカ編～

（前期第1回定期テスト）
世界の地誌～オセアニア編～

（前期第2回定期テスト）

地図の作成①（基本的作業）

（前期第3回定期テスト）
地図の作成②（野外実習）

地図の作成③（主題図の作成）

（後期第1回定期テスト）
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	倫理
	社会
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	３GHIJ
	２単位
	箭内
	6,9,12月

	教育目標

「生きる」ことの意味を問い続け、「どのように生きるのか」を考えた古今東西の思想をたどり、基礎的教養の充実をはかるとともに、現代社会に踏み出していく高３生自身の「生」について少しでもヒントとなれば幸いである。

	使用テキスト
『新倫理』（清水書院）/資料集『資料　新総合倫理』（東京書籍）

	評価方法
3回の定期試験およびレポートにて評価。

夏休みには思想書のレポートを課す。

※学年末評定が確定（12月中旬）前に発行される調査書は、前期第２回（7月）定期試験終了段階の成績をもとに作成されます。

	受講生へ
文系センター受験者で社会2科目が必要なものは政治経済を薦める。

当科目を単に知識としてだけではなく、自分自身の問題として捉える姿勢を望む。「存在・世界・時間」への興味をもち思索する者の履修を求める。

	年間学習計画

	４月

６月

８月

９月

12月
	ガイダンス

源流思想

宗教/定期試験

近代思想

定期試験

現代思想

定期試験
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	近現代史
	社会
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3GHIJ
	３単位
	斉藤・箭内
	7,12月

	教育目標

基礎的教養の充実をはかるとともに、近現代の国際社会の諸問題について、「なぜそうなったのか」「現代社会のなりたちにどのような意味を持つのか」といった問題意識を深める。

	使用テキスト
『世界史B』（山川出版）/『ビジュアルワイド図説世界史』（東京書籍）
※2年次使用したもの

	評価方法
定期試験および課題レポートの提出内容・平常点などを総合して評価する。

※学年末評定が確定（12月中旬）前に発行される調査書は、前期第２回（7月）定期試験終了段階の成績をもとに作成されます。

	受講生へ
社会は単なる知識の集積ではありません。データ・資料を読み込む力や、一定の事実を結合し理解することにより新たな側面を発見する、そのような考え方を学びましょう。大学において必要とされる社会科学系の学部への進学を考えている諸君を対象とします。受験即応型の内容ではありません。今年は、7月試験を挟んで、一部教員2名での輪講になります。

	年間学習計画

	４月

７月

９月

12月
	ガイダンス

国際社会の諸問題①

定期試験

国際社会の諸問題②

定期試験
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	司法講座
	社会
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3GHIJ
	４単位
	江口
	6,9,12月

	教育目標

｢法｣の概念・目指すもの・種類を大きな枠の中から捉える。その上にたって、｢法律（民法・刑法）｣｢憲法(日本・欧米)｣｢国際法（条約・国際慣習法）｣といった、具体的事象を通して｢法｣を解析していく。また、論述と発表を主たる授業の手段として考えていることから、演習から学ぶことは、常に｢人間の基本｣を体得するものとする。

	使用テキスト
『現代法学入門』（一橋出版）/『民法がわかった』（法学書院）/『刑法がわかった』（法学書院）/『コンパクト六法』（岩波書店ほか）

	評価方法
定期考査、課題論文（10,000字程度）等を総合的に評価

※学年末評定が確定（12月中旬）前に発行される調査書は、前期第２回（7月）定期試験終了段階の成績をもとに作成されます。

	受講生へ
法とは、憲法とは、そして法律とはどういうことなのかを学ぶことの前提として、例えば、｢国家｣｢民族｣｢国籍｣などと、概念を大きな枠の中から考え、その上で｢法とは｣をすすめていきます。司法の道を目指す人だけでなく、政策的総合判断を養うことのできる演習を展開していきます。大学との連携もはかり、学習していきます。

	年間学習計画

	４月

６月

８月

９月

10月

12月
	· 法学入門

· 国内法と国際法の考え

· 民族・人種・宗教・国家

· 民法の概念

· わが国の司法制度と改革

· 国家政策・国際政治

· 刑法の概念

· 模擬裁判（陪審）劇の実践

· 国際法の概念

· 地方政治・行政学

課題レポート
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学Ⅲ
	数　学
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3-ABCDEFIJ
	４単位
	藤田・細川・行川
	6,7,9,12月

	教育目標

極限、微分法、積分法の学習と総合演習。問題演習を通して内容の理解をより深め、数学的思考力を高める。（高校１、2年で学んだ内容も随所に出てくるので高校数学の総まとめの意味もある。）大学受験に対応できる学力を身に付けることも可能にする。


	使用テキスト
『改訂版　高等学校　数学Ⅲ』（数研出版）

『４Step　数学Ⅲ』(数研出版)

『オリジナル　数学Ⅲ』(数研出版)



	評価方法
定期考査：80％程度

課題・平常点：20％程度

前期第2回定期試験終了後に3年前期末評定を算出します。

	受講生へ
理系進学希望者は全員履修する科目です。理系大学入試問題に対する合格力を身に付けることを目標にするため、かなりレベルの高い学習と演習を行う。予習・復習は勿論、積極的な学習の取り組みが必要です。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	第1章 関数　　第2章　極限（主に数列の極限）

第2章 極限（主に関数の極限）

第3章 微分法

第4章 微分法の応用　第5章　積分法

第5章 積分法　第6章　積分法の応用

受験演習

受験演習

受験演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	数学C
	数　学
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3-ABCDEFIJ
	２単位
	細川・藤田・今井・泊出
	6,7,9,12月

	教育目標

行列とその応用、式と曲線を学ぶ。高校１、２年で学んだ数学と合わせて総合的理解を目標とする。また、大学に理系として進学した際の基礎学力を養成する。後半の数学Ｃ総合演習では大学受験に対応できる学力を身に付けることも可能にするための、総合問題演習を行う。

	使用テキスト
『改訂版　高等学校　数学C』（数研出版）

『４Step　数学C』(数研出版)

『クリアー数学演習　数学ⅢC』(数研出版)



	評価方法
定期試験、授業内試験：80％程度

課題・平常点：20％程度

前期第2回定期試験終了後に3年前期末評定を算出します。

	受講生へ
理系進学希望者は全員履修する科目です。理系大学入試問題に対する合格力を身に付けることを目標にするため、かなりレベルの高い学習と演習を行う。予習・復習は勿論、積極的な学習の取り組みが必要です。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	第１章行列　第１節行列の計算

第２節逆行列と連立方程式

第２章いろいろな曲線　

第１節２次曲線

２次曲線の性質

第２節媒介変数と極座標　

総合演習
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	経済数学
	数学
	高校3年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	立命文系
	3単位
	泊出
	6,7,9,12月

	教育目標

大学入学後の数的処理に必要な数学的基礎知識の習得を図る。

代数学の基本となる「行列」、調査分析に必要な「統計」・「検定」の3分野にわたっての大学教養程度の知識を習得し，調査分析の基礎概念を学ぶ．

	使用テキスト

　独自教材

	評価方法
課題・授業への取り組み、小テスト、定期試験におけるスコアを総合的に評価する。　

前期第2回定期試験終了後に3年前期末評定を算出します。

	受講生へ
文系，特に経済・経営・心理学等に進学を希望する生徒を対象とする．

学習内容が、高校の範囲を逸脱している部分もあるため、授業を欠席せず，集中する必要がある。

授業は理論より実践の習得を中心に据え，自らの力で「できる」こと実感してもらいたい．
授業内で理解できるように講義を行うが，内容が高度になるため，遅刻･欠席が致命的遅れにつながる恐れがある．遅刻欠席は極力避けるようにしてもらいたい．


	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

	比と直線
グラフと交点
最大値と最小値、多変数を処理する
統計的処理
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	立命物理Ⅱ
	理　科
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	I・J
	４単位
	水野　広介
	6,7,9,12月

	教育目標

　物理学は、自然現象を定量的に理解し、法則化していくものである。さまざまな自然法則を体系的に学ぶことで、自然の営みを理解することを本講座の目的とする。また、物理学を通して論理的な思考力を養成する。その上で、大学入学後の幅の広い科学技術の研究に対応する知識と思考技術を身につける。

上記の目的を達成するために、以下の段階を踏んで、学習を進めていく。

1 自然法則、物理現象を定性的に理解する。

2 自然法則、物理現象を定量的に理解し、数学を用いて記述する。

3 具体的な物理現象を想定した演習問題を解くことにより、自然法則、物理現象への理解を深める。



	使用テキスト
『物理Ⅰ』、『物理Ⅱ』（啓林館）

『駿台受験シリーズ　理系標準問題集　物理』(駿台文庫)

『リードα物理Ⅰ・Ⅱ』（数研出版）



	評価方法
定期テスト70％、平常点30％で評価する。

平常点は、授業中に行われる演習、提出物等を考慮して総合的に算定する。

前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出する。

	受講生へ
「自然は数学という言語で書かれている。」16世紀の物理学者、ガリレオ・ガリレイの言葉にも象徴されるように、物理の理解に数学は非常に重要なものである。必ずしも数学が得意である必要はないが、数学に対して嫌悪感を抱いている生徒の受講は勧めない。

また、理、工学部をはじめとした理系学部への進学を前提として授業を進める。大学入学後の講義に十分ついていける学力を要請するため、物理現象を理解するのみでなく、問題演習を通じ知識を臨機応変に理学・工学的諸現象理解に応用させていく心がけで学ぶ姿勢が必要である。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月
	（１）熱

（２）電気と磁気　　①電荷と電界　②電流と磁界

　　　　　　　　　　③電磁誘導　　④電磁波

（３）物質と原子　　①原子、分子の運動　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　②原子と電子　③固体の性質と電子　　　　　　　

（４）原子と原子核　①原子の構造

　　　　　　　　　　②原子核　　　③素粒子と宇宙　　　　　　　　　
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	化学特講
	理　科
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	選択
	３単位
	蔭山　成利
	７,９月

	教育目標

大学で必要となる「化学」の基礎知識や実験方法などを学ぶ。具体的には下記のとおりである。

1 化学の基本的な知識について身につける。

2 テーマに即した実験方法を選び、適切な技術で実験を遂行することができる。
3 実験データを分析し、その結果から科学的内容を推測することができる。
4 研究の要旨をまとめて、他者へ分かりやすく発表することができる。
5 他者の論文や発表から問題点を探し、指摘することができる。

	使用テキスト
教科書：特になし
副教材：『論文・レポートのまとめ方』（古郡廷治：ちくま新書）
他に資料を順次提示する。

	評価方法
前期は、知識テスト70％，平常点30％（実験レポート含む）です。
後期は、研究実験レポート70％，平常点30％（確認小テスト含む）です。

知識テストは、前期に２回定期試験を実施します。（内容は化学の基礎知識です）実験レポートは、前期にテーマ別実験のレポートを作成し、それを評価します。後期の研究実験レポートは各課題の研究・実験内容をレポートしてもらい、それを評価します。確認小テストは、毎月に１回程度の内容確認テストを行ない、それを評価します。（詳しい評価基準は、後日連絡します）

前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出する。

	受講生へ
この授業では、大学での「理系の実験とはどういうものか」ということを「テーマ別実験」を通して学習し、これから大学へ進学したときに研究学習のリーダーとなれるようなスキルや意欲を育成しようとするものです。後期では、それをさらに発展させて大きなテーマの実験と論文発表を行ないます。

前半は、「理系の研究とは」と「基本的な知識」について学習します。実際には、化学について基本的な知識を学習し、個別テーマの実験を行ないレポートを作成します。
後半は、いくつかの大きなテーマに沿って、実験研究を進めていきます。最後にデータ処理とレポートの作成を行い、自分で研究した内容とその成果（レポート）を発表します。このようにして、化学的実験技術とレポート作成の能力を育成していきます。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月


	オリエンテーション・基礎演習

化学の基礎演習、テーマ別実験①

化学の基礎演習、テーマ別実験②

化学の基礎演習、テーマ別実験③

化学の基礎演習、テーマ別実験④

化学の基礎演習、実験「大テーマ」決定

「大テーマ」の実験・研究開始
「大テーマ」の実験・研究

結果のまとめ（データ処理）、レポート提出
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	女子体育
	保健体育
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	　A～J組
	３単位
	松尾昭子・成田康宏・田中孝明
	各単元末

	教育目標
1 計画的な練習を行い、ゲーム・競技会を生徒主体で企画、運営ができるようになる。

2 公正・責任・思いやり・チャレンジ精神を身につけ、社会においても対応できるようになる。

3 生涯にわたるスポーツライフの実践と、健康の保持増進ができる能力を身につける。

	使用テキスト
副読本：COLOR　WIDE SPORTS

	評価方法
それぞれの単元で技能・記録・取り組む姿勢で単元ごとの成績を出します。前・後期末の評価では各単元の成績をトータルで80％、平常点（意欲・関心・態度など）で10％、出席点（健康管理）で10％の割合で総合的に評価をします。

前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出する。

	受講生へ
日常での健康管理はもちろんのこと、時間厳守・仲間との協力・責任ある行動と安全面に留意し、さらに技術向上への自己目標の設定と達成への努力を継続し、積極的に授業に取り組んで下さい。

	年間学習計画

	
	90分授業
	　　　　　　　　　45分授業

	４月

５月
６月

７月

８月

９月
10月
11月
12月

	ガイダンス・テニス

3.6ｋｍ走

ソフトボール

バレーボール


	スポーツテスト

陸上（幅跳び・50ｍ走）
バレーボール
卓球
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	男子体育
	保健体育
	高校3年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A～J組
	３単位
	阿南浩司・成田康宏・長田治郎・村田尋人
	実技試験のみ

	教育目標

①　計画的な練習を行い、ゲーム・競技会を生徒主体で企画、運営ができるようになる。

②　公正・責任・思いやり・チャレンジ精神を身につけ、社会においても対応できるようになる。

③　生涯にわたるスポーツライフの実践と、健康の保持増進ができる能力を身につける。


	使用テキスト

副読本：COLOR WIDE SPORTS 



	評価方法
それぞれの単元で技能・記録・取り組む姿勢に関して成績を出します。前・後期末の評価では各単元の成績をトータルで80％、平常点（意欲・関心・態度など）で10％、出席点（健康管理）で10％の割合で総合的に評価をします。

前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出する。

	受講生へ
日常での健康管理はもちろんのこと、時間厳守・仲間との協力・責任ある行動と安全面に留意し、さらに技術向上への自己目標の設定と達成への努力を継続し、積極的に授業に取り組んで下さい。

	年間学習計画

	４月

５月
６月

７月

８月

９月
10月
11月
12月
	90分授業
	45分授業

	
	オリエンテーション  スポーツテスト  　　　
野球 

3.6ｋｍ走
テニス
バレーボール


	スポーツテスト　バスケットボール
陸上（高跳び・100m）
サッカー
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	家庭基礎
	家庭
	高校3年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	A～J
	2単位
	菱村佳子・佐川裕美
	7月・12月

	教育目標

家庭科は、生活を科学する総合的教科であり、地球上に生きるものとして、生命と生活の再生産に関わる営みとしくみを学習する教科である。ここでは、憲法に定める「健康で文化的な生活」（第25条）と「個人の尊厳と両性の平等、相互協力」（第24条）を実質的に保証することを目指して実現する力を身につける。

	使用テキスト
「家庭基礎　－自分らしい生き方とパートナーシップ－」実教出版

「ニューライブラリー家庭科」　資料＋成分表　　実教出版

資料を適宜用意する。

	評価方法
実習、課題（提出物、レポート）と定期試験の合計を基準とする。その内訳として、

定期試験50点、実習と課題などで50点の割合で評価する。

教育目標に掲げる力を要求する。

前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出する。

	受講生へ
未来に、社会で仕事に関わる時、生活者の実状、実態を把握していなければ、それぞれの専門分野で活躍できない。日常生活においても、生きる営みと無縁では、人間らしい真の豊かさは得られない。次の世代を担うべき者として、また、地球上に生きる生活者として、人間らしい生き方を考える機会を持ってほしい。高校3年生は全員必修。

	年間学習計画

	４月
５月
６月
７月
８月
９月

10月
11月

12月
	1 ガイダンス・自立と時間という概念・マイストーリー作成

2 職業生活の設計（人は何のために働くのか）

3 調理実習Ⅰ「プレ実習」（バナナカップケーキ）エプロン持参
4 青年期をいきる・青年期の体とこころ・生命の誕生と母性保健

5 出産と家族のかかわり　

6 人間の発達の特徴と乳幼児期・児童虐待

7 家族と家庭・DV　

8 民法・高齢期の生活・福祉

9 私たちは何を食べているのか・食文化　

10 基本的な調理技術を学ぶ

11 栄養と生理・栄養素について

12 栄養分析を学ぶ

13 調理実習3回予定

14 生活環境　食・衣・住

15 消費者の自覚　消費者問題について
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	TOEFL講座
	英語
	高校3年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3-GHIJ
	４単位
	竹中(L)、橋谷(R)、十河(G)
	下記TOEFL ITP受験

日程を参照のこと

	教育目標

TOEFL試験対策演習を通して、定期的にTOEFL/ITP試験で実力を試していく。リスニング、文法・語法力、語彙力、読解力を総合的に高めて、TOEFL/ITP 最低400点以上が必修。さらに、440点-500点以上を目指す。 また、英字新聞の記事等を通して時事問題への理解を深める。



	使用テキスト
「TOEFL TEST 英単語　3800」（旺文社）

＊ 自主教材や英字新聞等も活用をする

	評価方法

※定期試験は行いません。ただし、その分、毎回のTOEFL ITPが重要になります。
1 各自のITP平均点が成績を大きく左右します。休まず全て受験するよう心がけてください。

2 各自のTOEFL ITP の最高点も加味します。常に高得点を目指してください。

3 随時行われる小テストの成績、提出物なども平常点として加味します。

4 前期第2回定期試験後に前期末評定が算出されます。

	受講生へ

高校2年までの内容を習得していることを前提として授業を進めていきます。TOEFLのStructure and Written Expression(Grammar)、Reading Comprehension、Listening Comprehensionの3つのセクションに分けて、問題演習を中心に授業を展開していきます。とりわけTOEFLでは何よりもボキャブラリーが大切な要素となっています。日々の努力を是非行ってください。「基礎力を確実にし、英語力を高めること」を目指して、積極的に学んでいきましょう！

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月
	TOEFL演習

TOEFL演習

●　第１回TOEFL/ITP（5月14日）

TOEFL演習

TOEFL演習

· 第２回TOEFL/ITP（7月9日）

TOEFL演習

●　第３回TOEFL/ITP（8月20日）

TOEFL演習

· 第４回TOEFL/ITP（9月17日）

· 第5回TOEFL/ITP（10月22日）

· 第6回TOEFL/ITP（任意受験）（11月5日）

時事英語や大学での英語活用へ向けて
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	ＯＣⅢ
	英語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3GHIJ
	２単位
	Bertram Jordan -Glen Hill
	

	教育目標

Goals for the class are for students to improve speaking and listening skills through making presentations and through intensive drills.  These drills will entail using audio and video recordings of authentic English materials.  The projects will involve group work which will be used for classroom presentations on student related topics.

	使用テキスト
Books: Hit Parade Listening 2nd Ed.(Nobuhiro Kumai & Stephen Timson); Can’t Stop Talking (G. Rooks); The Non-Stop Discussion Workbook.(G. Rooks)

Internet Resources: http://members.aol.com/clearly/myhomepage/clearly.html
                 http://lilt.ilstu.edu/gmklass/pos138/datadisplay/goodcharts.htm
Teacher prints adapted from above materials.

	評価方法
1 In-class speaking and listening exercises and vocabulary quizzes
2 Group participation on both projects
3 In-class assignments and outside class homework for project preparation

4 Individual interview tests
5 前期末評定は、7月第2回定期試験後の時期に算出されます。

	受講生へ
二人のネイテイブ教員がティームティーチングで担当しますが、基本的に全て英語で授業がすすみます。聞く、話す、読む、書くという4技能すべてにおいて総合的に自己表現力を養成します。年に2回のグループワークおよび発表を行います。自分の考えをまとめてのスピーチ、週に2回はビデオやテープを使ってスピーキングとリスニングの練習をします。時事的な問題等にも問題意識を持って臨んでください。

	年間学習計画

	4月～6月　Project 1 : Survey Presentation. 
1. Practicing basic questions

2. Using graphics to explain numbers

3. Giving opinions 

4. Presenting the data using Power Point

7月～12月　Project 2 : Team Debate
1. Expressing Opinions

2. Supporting Opinions

3. Forming Rebuttals
4. Making introductions and summaries

	Speaking & Listening Activities

(1) Hit Parade Songs for listening

(2) Taped dialogues for listening and speaking

(3) (Dialogue and Songs will be given on alternate lessons every week.)

(4) Only in America (2 stories) for speaking and listening practice.
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	科　目　名
	教　科
	実施学年

	英語速読
	英語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	選択Ｉ(全クラス)
	２単位
	浅野道子・小島理恵子
	7,9,12月

	教育目標

速く、かつ正確に読み、設問に答えるための技能を養成する。　様々な分野の文章を読み解く中で、それぞれの分野に関係する語彙や表現を身につける。

	使用テキスト
「英語長文　速読＆精読トレーナー　応用編」（東京書籍）

「英語４０分プレノート」　（数研出版）

	評価方法
授業中の取り組み（発表、速読練習他）、定期試験、授業中の小テスト、提出物などの達成度に基づき、総合的に評価する。


	受講生へ
速読＆精読トレーナー」を中心に進めます。予習はStep２の本文をノートに写し、訳と設問への解答を中心にしておくと良いでしょう。Background and Vocabularyの語彙は、小テストや定期試験で問われますので、継続的に学習し身に着けましょう。「英語４０分プレノート」を用いてのセンター試験対策も適宜行います。

＊前期末評定は、7月の定期試験後に算出されます。

	年間学習計画

	4月
5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月


	「速読＆精読トレーナー」①,　　　　「英語４０分プレノート」第１回

　　　　　゛　　　　　　②、③,　　　　　　　　゛　　　　　第２回

　　　　　゛　　　　　　④、⑤,　　　　　　　　゛　　　　　第３・４回

　　　　　゛　　　　　　⑥,　　　　　　　　　　゛　　　　　第５回

　　　　　゛　　　　　　⑦,　　　　　　　　　　゛　　　　　第６回

　　　　　゛　　　　　　⑧、⑨,　　　　　　　　゛　　　　　第７・８回

　　　　　゛　　　　　　⑩　　　　　　　　　　　゛　　　　　第９回

　　　　　゛　　　　　　⑪　　　　　　　　　　　゛　　　　　第10回


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	中国語Ⅰ
	外国語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3-G,3-HIJ
	４単位
	李　樹華
	6、7、9、12月

	教育目標

１．中国の文化に関心を持ち、進んで中国語を身につける学生の学習意欲を育てる。

２．一年間で中国語の発音、声調、基礎の文法、簡単な日常会話ができるようにする。

３．中国語検定試験を受けるように努力する。

	使用テキスト

「中国語はじめての一歩」

　「中国語さらなる一歩」

	評価方法
1 勉強に対する姿勢、普段の小テストの成績、定期試験の成績を総合的に評価する。

2 前期末評定は、7月の定期試験後に算出されます。

	受講生へ
　二年生で中国語の基礎を勉強して、三年生になってつづけて勉強する人、三年生からはじめて勉強する人は、その差がありますが、それを考えながら、授業を工夫して、進みたいと考えております。同時に受講生の皆さんも、ご協力をおねがいします。中国語の勉強をすることは、将来、かならず役に立つものになる。

	年間学習計画

	4月
5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月


	「中国語はじめての一歩」　第１課、　発音の練習

　　　　　同上　　　　　　第２～４課

　　　　　同上　　　　　　第５～７課

　　　　　同上　　　　　　第８・９課     定期試験

　　　　　同上　　　　　　第10・11課

　　　　　同上　　　　　　第12・13課     定期試験

「中国語 さらなる一歩 」  基本動詞･文法のまとめ、第１課

　　　　　同上　　　　　　第２～４課

　　　　　同上　　　　　　第５・６課     定期試験


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	独語Ⅰ
	外国語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3-HIJ
	４単位
	ダニエル･アーノルド

ヴィット･伸子
	6、7、9、12月

	教育目標

1． 日常生活をドイツ語で表現する。学習者のドイツ語レベルで理解可能な程度のドイツ語圏の事情を知る。

２．言語運用能力「聞く･話す･読む･書く」の習得。初級前半の文法知識の習得。

	使用テキスト
  Schritte １ (シュリッテ１)   Hueber社

    テキスト及びワーク用 CD使用

	評価方法
1 定期テストの結果、日常の授業参加態度、意欲、宿題提出、小テスト、口頭、聞き取りテストで評価します。

2 前期末評定は、7月の定期試験後に算出されます。

	受講生へ
身近なテーマと場面を扱い、ドイツ語で表現できるようになるのが目標です。

聴く、話す、読む、書くことができるように、また、そのために必要な文法を取り入れて学習します。



	年間学習計画

	4月
5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月


	導入、挨拶、ドイツ語アルファベット、紹介･出身

私の家族、住所、数学

買い物（食品の名前、値段、度量単位 等）

私の住居（部屋、家具等を形容詞を使い説明する）

私の一日（時刻、週日）

余暇（天候、季節、趣味）

子供と学校（できることの表現、したいこと、過去のできごとの説明）


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	仏語Ⅰ
	外国語
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3-HIJ
	４単位
	林 宏和
	6、7、9、12月

	教育目標

一年間フランス語を学習した生徒及び初習者を対象に、総合的なフランス語力（読み、書き、聞き、話す力）の向上をはかり、仏語検定３級レベル到達を目指す。英語圏とも異なる文化に触れることで、豊かな価値観と広い視野を養う。第二の外国語習得を通してより高度かつグローバルな言語観を築く。

	使用テキスト
SALUT!

	評価方法　　　　1～５を基に総合的に評価する
1、 授業での姿勢、参加度

2、 定期試験の成績

3、 課題、宿題の提出状況と達成度

４、授業での小テストへの取り組みと成績　　　　

５、仏検やフランス語コンクール等への参加状況と達成度　

６、前期末評定は、7月の定期試験後に算出されます。

	受講生へ
既習者、初習者の双方に不利益が生じないように配慮します。 テキストにそって初歩的な文法的事項・会話の学習から授業を始めていきますが、シャンソン、ヴィデオ、雑誌、絵本などさまざまな生きた素材を取り入れていくことで、フランス語圏に固有の文化・社会・歴史を観察・理解することに重点を置いていきます。 その結果、培われた興味に従ってテーマを設定し、フランス語で簡単なプレゼンテーションを行うことも予定しています。

	年間学習計画

	4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月
	オリエンテーション、挨拶、自己紹介、アルファべ、発音、国名、数字

フランス語・フランスについての基礎知識

名詞の性と数、不定冠詞、主語人称代名詞、－er動詞、 avoir/être、否定文、疑問文、

発音のルール、身の回りの物、職業名

定冠詞、形容詞、部分冠詞、基本的な疑問詞、代名詞強勢形、趣味、スポーツ

指示形容詞、疑問文への返答、所有形容詞、体の部位、曜日・月・季節、前置詞

定期試験

夏休み

疑問形容詞、前置詞の縮約、国名と前置詞、命令法、助動詞的動詞、衣服

比較・最上級、目的人称代名詞、中性代名詞、序数詞

定期試験

近接過去・近接未来、時間、天候、

複合過去、半過去、未来、受動態、代名動詞

プレゼンテーション

関係代名詞、条件法、接続法、間接話法

定期試験


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	美術
	芸術
	高校３年生


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	Ｇ～Ｊ（選択者）
	２単位
	高宮　千恵美
	なし

	教育目標

現代の多様な表現手段とその背景を分析し、自分に適した表現方法を追求する力を養う。

･ 作家の作品を鑑賞し、自己や社会と向き合う姿勢が多様な表現を生み、作品として結実している事を理解することができる。

・自分自身の支持体や技法を工夫し、表現したい世界を追及する。

生活用具の製作を通して、用と美の接点を探りながらイメージした機能美を造形化する力を養う。

木彫を通して、意図したイメージを立体表現できる力を養う。


	使用テキスト
高校美術３（光村）

※教材費は個人負担。年間４５００円程度（照明器具の製作材料、描画材料、木材ブロック、彫刻刃ポートフォリオ用ファイル3冊）個人の技法に応じ制作材料は各自調達となる。必要に応じて購買部で購入。美術館レポートの美術館入館料（800円程度）と交通費。

	評価方法
次の３項目のトータルを100点とする。①作品②提出物：エスキース、ポートフォリオ（制作の途中経過のまとめ、自己評価カード）、美術館レポートなど③平常点（制作態度・用具･材料の調達と管理、計画性など）。その比率は６：２：２。　　　

※「前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出する。」

	受講生へ
美術に関する一般的な教養としての講座です。テキストに基づき幅広い分野の作品を鑑賞します。造形活動を自己表現やコミュニケーションの手段として活用し、自分にふさわしい表現方法を工夫･獲得してもらうこと、鑑賞を通して他者理解・異文化理解を深めてもらうことを狙いとしています。

	年間学習計画

	4月

5月

8月

9月

12月
	オリエンテーション

照明器具のデザイン（和紙・陶芸・新素材）

· 生活用具のデザインについて調査･研究

· 機能とデザインについて

· エスキースと製作

· ポートフォリオ・鑑賞

美術館または作家探訪レポート

平面作品の製作

・美術様式の研究：興味ある時代･作家を選び、調査結果をレポートにまとめる。

・選んだ時代・作家の美術様式または表現スタイルで作品を制作する

B３　テーマ･描画材料･表現方法は自由（ポスターを含む）

・ポートフォリオ・鑑賞

彫刻：木の丸彫り

· 作家研究

· イメージドローイング

· 製作

· ポートフォリオ・鑑賞


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	音楽特講
	芸術
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	３GHIJ（選択者）
	２単位
	田中貴
	筆記試験なし

	教育目標

（１）音楽の諸活動を通して、感性を磨き豊かな音楽の能力を育てると共に、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てる。

（２）多様な音楽を通じて感性を豊かにし、音楽に対する興味・関心を持つ心を養う。

	使用テキスト
高校音楽Ⅲ　ＭＵＳＩＣ  ＡＴＬＡＳ  （教育出版）

	評価方法
　鑑賞態度とレポートによる評価とする。

· 「前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出する。」


	受講生へ
授業は音楽鑑賞が中心となりますので、1，2年で履修していなくても履修可能です。

鑑賞教材は総合芸術といわれる「オペラ」や、親しみやすい「ミュージカル」を中心に、その他のジャンルの音楽鑑賞をします。作品の時代的・文化的背景、作曲者の意図などを学んだうえで、作品を鑑賞し理解を深めていきます。また、演奏者による表現の変化を学び、人間が創る芸術の奥深さを学んでいきます。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月


	ＯＰＥＲＡ「ＴＯＳＣＡ（トスカ）」（Ｇ．Ｐｕｃｃｉｎｉ）

ＯＰＥＲＡ「ＡＩＤＡ（アイーダ）」（Ｇ．Ｖｅｒｄｉ）
ＯＰＥＲＡ「ＴＵＲＡＮＤＯＴ（トゥーランドット）」（Ｇ．Ｐｕｃｃｉｎｉ）

ＯＰＥＲＡ「ＭＡＤＡＭＡ　ＢＵＴＴＥＲＦＩＹ（蝶々夫人）」（Ｇ．Ｐｕｃｃｉｎｉ）

ミュージカル「ＢＥＡＵＴＹ　and　the　ＢＥＡＳＴ」

ミュージカル「ＣＡＴＳ」
ミュージカル「Ａ　ＣＨＯＲＵＳ　ＬＩＮＥ」

ミュージカル「ＣＨＩＣＡＧＯ」
「戦場のピアニスト」

※　鑑賞内容は授業時間数の加減により変更があります。


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	情報応用
	情　報
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	G～J
	3単位
	熊井勇介
	なし

	教育目標

身の回りにあふれる情報から主体的に目的にあった情報を収集することのできる能力の育成と、情報の集まりであるデータベースの概念と役割を理解する。日常生活の中でさまざまな問題解決するた

めの処理手順としての基本的なアルゴリズムを理解する。

	使用テキスト
情報部の独自のテキスト

	評価方法
実習、課題（提出作品等）のみで評価する。

	受講生へ
高校1・2年で経験してきた基礎知識をもとに、問題解決や意志決定等といったあらゆる場面でのコンピュータの利用することができる応用能力を養う。高度情報化社会の光と影に焦点をあて、危険性を認識し、情報を上手に活用する態度を養う授業展開とする。

	年間学習計画

	4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月
	・新聞というメディアの特性

新聞を作ってみよう

課題:「新聞の考察」「新聞作成」
・メディアリテラシー
　　テレビとはどんなメディアか
　　テレビの特性と問題点
　　情報の信憑性と情報操作
　　CMの研究

課題:「TVCMを分析する」

・映像データ処理

ビデオ映像の撮影方法

ノンリニア編集の方法

課題:「テレビ番組を作成する」
・コンピュータ言語の習得

・データベースとは
　データベースの基本構造
　リレーショナルデータベース
　フォームの作成

　レポートの作成
課題:「データベース構築」
・卒業研究
～「コンピュータの将来像」～
課題:Web形式による論文


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	起業家講座
	その他
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	J（選択者）
	３単位
	片岡　徹
	なし

	教育目標

起業家講座では実際に株式会社を設立することで、取締役会のダイナミズムを体感し、社会における起業の意味を考えていきたい。この講座はMESEなどのプログラムを製作しているJunior Achievement社の協力を得て行われる授業である。Student Companyと呼ばれるプログラムは、今まで知識レベルでしか考えていなかった経済問題を自らの問題として引き付けて考えることが出来る画期的なプログラムである。「意思決定」という言葉をキーワードとして本講座は展開していく。前期には起業家について基礎知識を習得し、企業研究をする。後期からはStudent Companyのプログラムを活用し本格的に株式会社を設立し（100株（1株100円）で資本金1万円を用意）、調査・企画・研究を重ねて商品製作に挑み、最終的には商品の販売をした後、事業結果を取締役会で集約した後に株式総会で報告をする。実際の取締役会のルールに則り行われる。この講座は単に将来ビジネスをしたいと考えている人のみだけではなく、国際機関やＮＰＯなど、組織におけるマネージメントを考えてみたい生徒に薦めたい。


	使用テキスト
齋藤　慎著「社会起業家」（岩波新書）など。授業でプリントを毎回配布します。

	評価方法
①レポート（GW課題・夏休み課題・前期末レポート・学期末レポートなど）

②提出物
＊なお、前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出します。

	受講生へ
毎日の日課として、新聞の経済面に目を通すことが必修となります。会社や役所訪問も予定しています。高校1年、高校2年の地球市民同様、ディスカッションや調査・研究、プレゼンテーションを中心とした授業展開となります。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月
	オリエンテーション

起業／株式会社／取締役会とは何か？

世界経済・日本経済について

　　　　↓

Student Companyプログラム

　　　　↓

　　　　↓

　　　　↓

総括


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	課題研究α
	その他
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	3GHIJ組
	3単位
	白木澤・片岡　徹
	なし

	教育目標
1， 学部・学科選択にあたり、問題関心の喚起をはかる。

2， 「課題研究論文」のテーマを設定する際に、問題関心の育成。
3， 一定レベル以上の文献について、内容を理解するための技術習得。
4， 文献の内容を理解した上で、さらに個々人の問題関心にしたがって考察を発展させる。
5， 文献を踏み台に、論議ができる。

	使用テキスト
江下雅之　『レポートの作り方』　　　　　中公新書　　

樋口裕一　『ホンモノの文章力』　　　　　集英社新書　

木下是雄　『理科系の作文技術』　　　　　中公新書　　

諏訪邦夫　『発表の技法』　　　　　　　　講談社B.B.　

他は順次提示する。

	評価方法
授業への参加意欲と発言，課題の提出状況と内容，論文の内容，発表の内容と運営への貢献度，などで評価する。定期テストは実施しないので、日々の取り組みが重要です。

	受講生へ
大学の学問は、書籍にまとめられた論文と、研究会での発表によって、人類共有の財産となります。そのために、共有する価値のあるテーマを設定し、誰もが納得する方法で結論を導き、読者や聴衆に負担をかけない方法で、内容を公のものにすることが、研究者に求められます。

高校3年間の学習のまとめとして、実際に論文をまとめる過程を通じてそれら技能を修得します。なお、研究テーマは高３になってから突然浮かぶものではないので、今から自分の興味や疑問を発酵させておくことが必要です。

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月
１月

２月

３月
	研究テーマの設定

実験を中心にデータの収集　論理的な論文の書き方

↓　　　　　　　　　　　↓

↓　　　　　　　　　　　↓

　　　↓　　　　　　　　　　　↓

　　　↓　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　課題研究の中間報告

　　　↓　　　　　　　　　明快な発表の仕方　　　

↓　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　課題論文の完成・提出

課題研究発表


2005年度　シラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立命館慶祥中学校・高等学校　教務部
	科　目　名
	教　科
	実施学年

	課題研究β
	その他
	高校３年


	実施クラス
	単位数
	担当教員
	試験実施月

	I・J
	3単位
	水野
	なし

	教育目標
1 研究テーマを設定し，適切な課題を立てることができる．

2 条件をコントロールした実験を計画し，研究テーマにあった実験を行うことができる．

3 論理的・客観的な表現によって，研究テーマに沿った論文を書くことができる．

6 論文にそって，わかりやすい発表を行うことができる．

	使用テキスト
江下雅之　『レポートの作り方』　　　　　中公新書　　\780

古郡廷治　『論文・レポートのまとめ方』　ちくま新書　\680

木下是雄　『理科系の作文技術』　　　　　中公新書　　\580

諏訪邦夫　『発表の技法』　　　　　　　　講談社B.B.　\738

	評価方法
授業への参加意欲と発言，課題の提出状況と内容，論文の内容，発表の内容と運営への貢献度，レポートなどで評価する．定期テストは実施しないので，日々の取り組みが重要です．

前期末評定は前期第2回定期試験終了後に算出します．

	受講生へ
大学の学問は，文章で報告された論文と，研究会での発表によって，人類共有の財産となります．そのために，共有する価値のあるテーマを設定し，誰もが納得する方法で結論を導き，読者や聴衆に負担をかけない方法で，内容を公のものにすることが，研究者に求められます．

高校3年間の学習のまとめとして，論文を書き，発表する過程を通じて大学の学びにむかう入門を行います．

	年間学習計画

	４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月
１月

２月

３月
	基礎物理学実験開始

↓　　　　　　　　論理的な論文の書き方　　　　前期WEB講座開始（立命館大学）

↓　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　↓

↓　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　前期WEB講座終了（立命館大学）

　　　↓　　　　　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　（前期評価）

課題研究の研究開始　　　　　　↓　　　　　　　　　　

　　　↓　　　　　　　　　　　↓

↓　　　　　　　　　明快な研究発表　　　　　　課題論文の完成・提出

課題研究発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学年末評価）
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